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【実践報告】
言語聴覚学科における
Moodle を活用した授業展開と学生の利用状況
石津…希代子
聖隷クリストファー大学リハビリテーション学部
要旨
Moodle は，インターネットに接続できる環境であれば時間や場所を選ばず利用することができる
e-Learning システムである．2012 年より，担当科目において，学生が授業時間外で自主的に学習を
進めることができるよう，Moodle コースに学習情報や教材（授業概要や学習のポイント，連絡事項，
補足資料や過去国家試験問題，動画教材など）を提示し運用をしている．今回，学生のMoodle の利
用状況について確認することを目的に，2012年 4月から 2013年 9月に開講した 5科目について，学
習履歴の検討を行った．解析の結果，ほとんどの受講学生がMoodle を利用しており，学内だけでな
く学外からの閲覧（特に夜間）が多くみられた．授業時間外の自主学習においてMoodle は十分に活
用されており，学生の学習支援ツールとしてMoodle が有効であることが明らかとなった．
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　1．はじめに
Moodle はオープンソースのLMS（Learning…
Management…System）であり，インターネッ
トを使用できる環境であれば，パソコンやタブ
レット端末などを用いて利用することが可能で
ある．Moodle は大学や短期大学，高等専門学
校で多く利用されている．放送大学学園の調査
によると，2010年度の段階の報告では，43.1%
の大学においてMoodle が導入されており
（国立大学 42.4%，公立大学 54.0%，私立大学
42.5%），他のLMS（独自開発システム，Web…
Class，Blackboard など）に比べると高い利用
率である．そのためMoodle の各機能を用いて
専門教育や語学教育を行った報告は，これまで
も多数なされている．
聖隷クリストファー大学では，2008 年よ
り…e-Learning…システムとしてMoodle が導入
され，教員は，授業の資料や教材の提示，レ
ポート課題の出題や提出の管理，小テストの実
施などといった教育活動がオンライン上で簡単
に実施することができるようになった．言語聴
覚学科では 2009 年より，国家試験対策として
小テストや模擬試験を実施するコースや，学生
同士が講義録を閲覧・共有するコースを作成し
Moodleの運用を始めた．現在は，これらのコー
スに加えて，授業科目のコースが設置され，約
10コースがある．
筆者は 2012 年度春セメスターより，担当科
目において，授業内容や課題を学生に明示する
ことや，授業時間外での予習や復習を促進する
ことをねらって，Moodle を授業支援ツールと
して使用してきた．本稿では，Moodle を利用
した授業の実践を報告するとともに，受講学生
のMoodle の利用状況について分析し，授業に
おけるMoodle の活用効果や課題について検討
する．
　2．Moodle を利用した授業実践
1）授業と Moodle コースの連動
教員は通常，毎回の授業の際に，次回の授業
の予定や予習・復習のポイント，課題などを学
生に指示する．筆者の場合，これまで，これら
の内容を口頭で学生に示してきた．口頭で学生
に指示すると，説明した内容を聞いていない学
生や，メモをとらないために内容を忘れてしま
う学生，聞いていても誤って解釈をしてしまう
学生が少なからずみられ，授業を進める上で支
障があった．また欠席した学生に対しても，リ
アルタイムに説明や対応が出来ず，連絡が滞っ
たり手間がかかったりすることが多かった．
そこで，2012 年春セメスターから，言語
聴覚学科で開講している専門基礎科目（音響
学，言語系心理学Ⅳ）と専門科目（聴覚障害学
Ⅰ，聴覚障害学Ⅱ，聴覚障害学Ⅲ）において，
Moodle を利用した学生への連絡や授業情報の
提供を行うことを開始した．これらの科目で
は，受講学生がMoodle を授業と併せて利用す
ることを基本とした．学生には，各科目の授業
開始時のオリエンテーションで，聖隷クリスト
ファー大学Moodle のメインページからログイ
ンし，授業科目のMoodle コースにアクセスし
て内容を確認するよう指導した．
図1に，2013年度春セメスターに開講した「聴
覚障害学Ⅰ」のMoodle コース画面を示した．
教員は，毎回の授業が終了すると直ぐに，当該
科目のトピックに，その日に実施した授業の内
容と勉強のポイント，授業中に学生に課した宿
題などを記載した．これらは授業の終了時に口
頭でも学生に指示した内容であるが，学生に正
確かつ確実に伝えるため，Moodle 上に明示す
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るようにした．さらに，予習や復習をする上で
有用となる補足資料も提示した．授業内では，
学生にMoodle に記載した内容や補足資料の内
容を紹介し，各自で適宜，確認するよう促した．
学生が授業内容を把握しながら授業時間外での
学習を効率的に進めることができるよう，毎回
の授業とMoodle コースを連動させて様々な学
習情報を提供するよう心がけた．
図１　Moodle コース画面 （2013 年度　聴覚障害学Ⅰ）
2）トピックの記載内容
授業終了後，各科目のMoodle のコース上に，
次のような内容を，毎回のトピックとして記載
し，関連する資料，教材などを示した．
①授業概要
当日実施した授業の概要を簡単に記載し，復
習するポイントを明示した．さらに，宿題や課
題レポートの具体的内容，準備物といった諸連
絡についても記した．学生自身が予習すべき内
容をつかめるように，次回の講義予定について
も記載した．
②補足資料
従来は紙媒体の補足資料を学生に配布してい
たが，紙媒体の資料は，印刷や配布にコスト
や手間がかかる．そこで，授業の補足資料を
PDFファイルやWord文書ファイルでMoodle
にアップロードし，学生が個々に必要な資料を，
Moodle から直接，閲覧したりダウンロードし
たり，印刷することが出来るようにした．その
他，学習の参考となるホームページのURLも
記載した．
③過去国家試験問題
授業で学んでいる内容が，臨床に結びついて
いるということは，学生にとって理解しやすい
ことであるが，毎回の授業内容と国家試験の関
連については，過去の国家試験問題を見た経験
がない学生にとっては，非常に分かりにくいこ
とである．国家試験に向けての意識づけを行い
―　66　―
リハビリテーション科学ジャーナル　No.…9…（2013）
―　67　―
つつ，国家試験の出題内容と授業が繋がってい
るということを示すため，Moodle には毎回の
授業と関連する過去の国家試験問題を資料とし
て提示した．学生には，科目を履修するための
課題ではないが，過去の国家試験の内容を確認
することや，授業の復習に過去の国家試験問題
を利用することを勧めた．
④視聴覚教材
これまで，検査や評価，訓練の実施といった
実践的内容に関しては，学生にDVD教材を貸
し出し，授業時間外での視聴を促してきた．し
かし，DVDの貸し出しや返却には手間がかか
り，なおかつDVD教材の数も限られていたた
め，それぞれの学生が視聴したい時にDVD教
材を貸し出しすることができなかった．学生に
とっても，授業の合間の短い空き時間でDVD
教材を借りて視聴することは難しく，積極的に
利用して学習する学生は少なかった．そこで「聴
覚障害学Ⅰ」のコースでは，授業を補足する視
聴覚教材として，5つの動画をMoodle にアッ
プロードし，学生が自由に視聴できるようにし
た（図 2）．「聴覚障害学Ⅰ」は，聴覚検査の原
理と検査技法を学習する科目であるが，具体的
な検査の手順をMoodle 上で動画により確認で
きるようにしたことで，DVDの貸し出しや返
却に煩わされず，学生はいつでもどこからでも
閲覧することが可能になった．
図 2　動画閲覧画面 （聴覚障害学Ⅰ）
⑤質問への回答
筆者は，毎回の授業の最後に，学生にリアク
ションペーパーを配布し，授業への意見や感想，
質問などを記入させ，提出させている．リアク
ションペーパーに記載された意見や質問の中
で，全ての受講学生に説明する必要がある内容
については，次の授業の冒頭で紹介したり，回
答を行ったりしてきた．リアクションペーパー
に書かれた内容は，学生が興味・関心を持った
ことであるため，出来る限り早く返答すべきで
あったが，実際には翌週以降の授業での返答と
なってしまうことが多く，学生にとっては疑問
の解決に時間がかかる状況であった．
そこで，2013 年度より，リアクションペー
パーへの回答の即時性を高めるために，リアク
ションペーパーを回収後，直ぐに記載された内
容を確認し，それに対するコメントをMoodle
上に動画で載せた（図 3）．学生の質問への回
答や補足の解説，学生の意見へのコメントを録
画して公開し，授業に対する疑問を学生がすぐ
に解決できるようにした．
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図 3　リアクションペーパーコメント画面 （音響学）
　3． Moodle 利用状況の解析
1）解析内容と目的
Moodle で提供する補足資料や視聴覚教材な
どへのアクセスログを解析し，学生の学習履歴
を把握することにより，Moodle の利用が学生
の時間外学習にどの程度寄与しているかを検討
する．
2）解析科目
Moodle では，教員はコース内の全ての活動
に関するアクセスログや，各学生の活動内容を
閲覧することができる．アクセスログには，日
時や，IPアドレス，利用した科目コース，閲
覧した資料などが履歴として記録されるため，
教員は，どの授業資料を，どの学生が，いつ閲
覧したかを確認することができる．また，学内
からのアクセスか学外からのアクセスか等の情
報も知ることが可能である．
今回，2012年 4月から 2013年 9月に開講し
た筆者の担当科目について，開講日から各セメ
スター終了までのアクセスログを解析した．解
析を行った科目を表 1に示した．対象科目は，
「音響学」・「言語系心理学Ⅳ」・「聴覚障害学Ⅰ」・
「聴覚障害学Ⅱ」・「聴覚障害学Ⅲ」の 5科目で，
そのうち「言語系心理学Ⅳ」と「聴覚障害学Ⅰ」
は，2012年度と2013年度の2セメスターに渡っ
ての解析を行った．Moodleへのコース登録は，
各科目ともに受講学生全員が行っていた．
3）閲覧数
学生のMoodle の利用状況を調べるため，科
目コース毎に閲覧総数と，学外からの閲覧数を
集計し，表 2に示した．科目によって受講学
生数や授業コマ数が異なるため，科目毎，開講
年度毎に閲覧数に差はみられるが，リソース数
（コース内に提示した補足資料や視覚教材の数）
が多い科目の閲覧数が多かった．また，閲覧総
数（学内と学外からの全アクセス）に占める学
外アクセスの割合をみると，約 5～ 7割は，学
外からの利用であった．
次に，2012 年秋セメスターに開講した 2科
目（音響学，聴覚障害学Ⅱ）と，2013 年春セ
メスターの 2科目（言語系心理学Ⅳ，聴覚障害
学Ⅰ）について，授業開始時から各セメスター
の終了時までの閲覧数を週毎に集計した．2012
年秋セメスターの「音響学」と「聴覚障害学Ⅱ」
の閲覧傾向はほぼ同じであり，11月後半から
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12 月上旬にかけてと 1月に閲覧数が増えてい
た（図 4）．11 月後半から 12 月に中間テスト
やレポート課題があったことや，定期試験が 1
月末だったことが，この時期のアクセス数の増
加に影響していたと考える．また，再試験を行っ
た「音響学」では，再試験を実施した 2月末の
閲覧数も増加した．
同様に 2013 年春セメスターの閲覧数をみて
みると，「言語系心理学Ⅳ」は「聴覚障害学Ⅰ」
に比べ，全体的にアクセス数が少なかったが，
定期試験向けて 7月上旬から 7月下旬にかけ
て閲覧数が増えた（図 5）．「聴覚障害学Ⅰ」も
他科目と同じように，定期試験や再試験があっ
た 7月と 8月末の閲覧数が多かったが，試験の
時期以外であっても週毎の閲覧数が，他の科目
よりも多かった（ただし授業がなかった 4/28
‐5/4の週はアクセスが少ない）．どの科目も，
定期試験と再試験が終わった後のMoodle の閲
覧は殆どなかった．
表 1.　アクセスログの解析科目
表 2.　コース別ページ閲覧数
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図 4　2012 年秋セメスター閲覧数
図 5　2013 年秋セメスター閲覧数
4）閲覧時間帯
解析を行った 5科目のうち，閲覧総数が最
も多かった「聴覚障害学Ⅰ」のコースについ
て，学生のアクセスした時間帯を，2012 年度
と 2013 年度別に集計した（図 6，図 7）．「聴
覚障害学Ⅰ」の授業内ではMoodle を使用した
講義を行ってはいなかったため，学内からのア
クセスは，ほぼ授業時間外の空き時間での自主
学習での利用と考えられる．学内では授業時間
外での学習に，昼休みの時間帯や放課後を利用
していたことが伺える．自宅をはじめとした学
外からのアクセスは，夜間の利用が中心で 21
時～ 24時にかけてアクセスが集中しており，
深夜に利用している学生が多く見られた．学生
がMoodle にアクセスする時間は，2012 年度，
2013年度を比較しても，同様の傾向であった．
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学外
学内
学外
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図 6　閲覧時間帯（2012 年度　聴覚障害学Ⅰ）
図 7　閲覧時間帯（2013 年度　聴覚障害学Ⅰ）
5）利用したリソース
閲覧総数およびリソース数（補足資料や視覚
教材の数）が多かった 2013 年度春セメスター
に開講した「聴覚障害学Ⅰ」について，コース
内に設置したリソースの内容と，その利用状況
を分析した．2013 年度の「聴覚障害学Ⅰ」の
Moodle コースでは，授業に関する情報（授業
概要，学習のポイント，諸連絡）を提示すると
ともに，補足資料や過去国家試験問題の提示，
視聴覚教材の配信，リアクションペーパーへの
動画よる回答を行った．表 3に，それぞれのリ
ソースへの閲覧数を示した．加えて，受講学生
32名のうち何名が資料を閲覧したか，閲覧者
数も示した．
「シラバス」や「語音聴力検査手続き」等といっ
た補足資料は，授業中に学生に配布したり，提
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示し説明したりしていた資料であったため，閲
覧数・閲覧学生はそれほど多くはなかった．過
去の国家試験問題については，内容別に 14資
料をアップロードしたが，どの資料に対しても
閲覧数が多かった．受講学生のほとんどが複数
回アクセスして閲覧している資料もあり，資料
内容への関心の高さが伺えた．
視聴覚教材としてアップロードしていた検査
手続きの動画へのアクセスをみると，検査の基
本的な手続きや注意点を解説した「気導聴力検
査」，「骨導聴力検査①」の動画へのアクセスが
多く，ほぼ全員が視聴していた．他の動画は，
3～ 4割の学生の視聴にとどまった．また，学
生からの質問への回答の動画については，受講
学生の約半数の閲覧であった．
表 3.　リソース別の閲覧数（2013 年度　聴覚障害学Ⅰ）
6）アクセス解析の考察
Moodle へのアクセスログの解析を行い，学
生の学習履歴を確認したところ，ほとんどの学
生が授業時間外にMoodle を利用していたこと
が確認できた．Moodle を活用した大きな目的
に，授業時間外での自主学習への利用がある．
学生のMoodle へのアクセスは，学内よりも学
外からが5～ 7割と多く，夜間に集中していた．
また定期試験や再試験，課題レポートの時期に
よく利用していた．これらのことから，学生が
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授業の予習や復習といった自主学習の手段とし
てMoodle を活用していることが示唆された．
学生がアクセスしたリソースは，過去の国家
試験問題が多かった．過去の国家試験問題を
Moodle に提示した教員側の目的は，学生に国
家試験の出題内容と授業の関連性を示すことに
あった．ほとんどの学生が資料を閲覧し，ダウ
ンロードしていることからみると，この目的は
ある程度達成できたと考える．また，過去の国
家試験問題を解き，授業の復習として利用して
いる学生も多数みられ，授業で学んだ学習内容
の確認と定着のための有効な資料として提供で
きたと考える．　
Moodle に提示した動画に関しては，各種検
査の基本的な手続きに対しての関心が高く，全
員が視聴し学習に利用していた．しかし，学生
の閲覧数が少ない動画もあった．Moodleにアッ
プロードした動画の再生時間を確認すると，短
い動画は 2～ 3分であったが，長い動画では
20～ 30分であった．動画の再生時間が長くな
ると，気軽に視聴したり，何度も繰り返し確認
したりすることが困難になる．学生の授業時間
外での利用（空き時間や自宅での視聴）を考え
ると，1本の動画の再生時間は出来るだけ短い
方がよい．今後は，動画の再生時間を短くし，
学生にとって視聴しやすい動画を提供する必要
がある．
リアクションペーパーに記載された質問に
は，従来は，次回の授業で質問に回答し説明を
していた．この場合，回答の即時性は劣るが，
受講学生全員に必要な内容を解説することがで
きた．今回，学生への返答を授業後できるだけ
早く行うために，Moodle に解説動画を提示し
た．動画は，授業直後からいつでも視聴できた
にも関わらず，閲覧した学生はほぼ半数で，閲
覧しない学生もみられた．Moodle を利用すれ
ば，質問に対して即時に返答でき，なおかつ質
問への回答のために授業時間が削られることも
ない．ただ，動画の視聴は個人の自主性による
ため，閲覧しない学生もいることを十分に考慮
し対応する必要があるということが分かった．
学生からの質問のうち，受講生全員に伝えるべ
き内容の場合は授業内での回答することが望ま
しく，Moodle での回答と授業での回答を適宜，
使い分けていくことが求められる．
　4．終わりに
学生が予習・復習することは，授業内容を理
解し発展的に考えていく上では，欠かせないこ
とである．予習や復習をして授業に臨むことで，
より授業内容が理解しやすくなり学習への意欲
を維持することにもつながると思われるが，近
年，授業時間外で積極的かつ自主的に学習に取
り組む学生は少なくなってきている．さらに単
位制度を実質化させるため，授業時間外の学習
を学生に求める必要性も指摘されている現状も
ある．以上のことを鑑みると，学生が意欲を持
ちつつ勉強できるよう授業時間外の環境を整え
ることや，予習や復習を促すような授業計画を
立てることが，教員側に求められている．
学生が授業内容を把握しつつ自主的に学習
できるようにするため，今回，Moodle を用い
て，オンライン上で授業情報や関連資料，教材
を提供した．学生の学習履歴を調べたところ，
授業時間外で，Moodle を自主学習に活用して
いることが確認できた．授業の予習・復習を行
うためには，まず現在の授業の進捗を把握し，
学習するための教科書や資料を準備する必要が
ある．授業の進度や授業内容を確認できる資料
としてはシラバスがあるが，シラバスの内容は
授業予定を大まかに示すのみで，学生自身が予
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習や復習で活用できる内容にはなっていない．
シラバスをもとに自主的に学習することは難し
い．そのため，学生には，具体的に何をすれば
よいのか，どのようなポイントを見ておくべき
か，予習や復習を促すためには明示する必要が
ある．資料や教材が直ぐにすぐ利用できる仕掛
けも必要である．
Moodle に授業内容やポイントを示し，補足
資料や教材を提示することで，学生自身が予習・
復習をしやすい環境を作ることが可能であり，
授業時間外の学習を促すツールとしてMoodle
は非常に有用である．今後は，学生がより利用
しやすい資料や，興味や意欲を維持できる教材
を工夫することが課題である．また，学生の学
習履歴をみると，積極的に利用する学生もいた
が，あまり利用をしない学生もみられた．アク
セスの少ない学生が，なぜ学習に利用しないの
かを確認し，どのように利用を促していくかを
検討することも，今後の課題の 1つである．
今回，学生に対する授業支援ツールとして
Moodle を用いたが，Moodle に記載した授業
記録は，教員自身にとっても毎回の授業内容を
確認できるものとなった．授業内容を記載し，
関連する補足資料や教材，学生からの質問など
をMoodle 上に公開していくことは，授業実践
の具体的な記録となる．これをもとに，教員は
自身が行った授業の全体を見返すことや，配布
資料や視聴覚教材，授業の進度などを客観的に
評価することができる．Moodle に授業に関連
した情報をまとめていく作業そのものが，次年
度の授業計画や授業改善につなげるための資料
づくりとなり，教員にとって有益なものであっ
た．
本稿では，Moodle を利用した授業実践と利
用履歴について報告を行った．今後も授業と連
動させた形でMoodle を活用しつつ，効果的な
学習教材の検討や e-Learning による学習効果
の検証をしていきたい．
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【実践報告】
Applying Moodle to Course Development and
its Use by Students in the Department of
Speech Language Hearing Therapy
Kiyoko…ISHIZU
Department…of…speech-language-hearing…Therapy,…School…of…
Rehabilitation,…Seirei…Christopher…University
Abstract
Moodle…is…an…e-Learning…system…that…can…be…used…in…any…environment…with…a…connection…to…the…
Internet…regardless…of…time…and…place.…In…2012,…I…opened…a…Moodle…course…for…assigned…subjects…
and…made…available… learning… information…and…study…materials… (such…as…abstracts…of… classes,…
important…points…of…study,…additional…materials,…past…samples…of…the…state…examination,…and…video…
learning…materials)…so…that…students…can…study…on…their…own…outside…of…school.…The…history…of…the…
five…courses…that…were…open…from…April…2013…to…September…2013…was…reviewed…in…order…to…check…
how…the…students…make…use…of…Moodle.…The…results…of… the…analysis… showed…that…most…of… the…
students…use…Moodle…and…that…they…log…into…Moodle…not…only…at…school…but…also…outside…of…school…
(especially…at…night).… It…has…thus…become…clear…that…Moodle… is…extensively…used…for…self-learning…
outside…of…school…and…that…Moodle…is…effective…as…a…study…support…tool…for…students.
Key…Words：Moodle,…e-learning,…learning…outside…of…school…hour,…preparation…for…the…National……
………………………………………………Exam,…students…in…the…speech-language-hearing…department
